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富山湾（富山県側）では筆者らの継続的な調査等に
より，これまで12種の鯨類がストランデイング及び目
撃等により記録されている（南部他，2001,20()乱
2004；南部他，2003,2004,2005,2006,2007；関他，Z
oO5；日本鯨類研究所ストランディングデータベース
2007)。本論文では，2007年に富山湾（富山県側）で
確認した鯨類について報告する。
富山湾で確認された鯨類
2007年の富山湾での鯨類の確認状況等は下記の3例
であり，確認地点を図1に示す。なお，2006年の1例
図2．漂着場所（上：上側が富山湾で，イルカは橋の下に
いる）と漂着個体（下）
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図3．漂着場所(上)，漂着個体(中)，頭骨(下）：氷見市泊
マイルカ科Delphinidae
場所：氷見市仏生寺川下流（図2）
確認日：2007年6月17日
状況：6月17日朝5時頃地元住民により死亡個体が発見
される。同日午後，南部久男，関東雄氏が調査を行う‐
イルカは右岸側の浅瀬に横たわり，流されないように
尾柄部がロープで確保されていた。住民により結ばれ
たと思われる。付近の住民からの聞き取りにより，前
日の強風で，海側から上流側に流されたと思われる。
18日に国立科学博物館により，外部計測剖検が行わ
れた。
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図4．尾椎（左，頭部側より；右，左側面より）
性別・計測値等：体長20L5cmのオスニ
2例目
種不明（ハナゴンドウGrα"い"sgr/se"s？）
マイルカ科Deゅh””e
場所：富山湾富山市四方沖1km付近
確認日：2007年4月8日
状況：2007年4月9日付けの北日本新聞（朝刊）による。
8時20分から1時間ほどの間に，釣り人が船の周りに
いた50～60頭のイルカの群れを目撃。
備考：新聞に掲載された写真より，背ビレの形状から
ハナゴンドウやハンドウイルなどが考えられるが，ハ
ナゴンドウの可能性が高い。
3例目
イシイルカP加coe"oj昨s”/〃（図3）
ネズミイルカ科P〃ocoe"j”e
場所：氷見市泊（図l）
確認日：2007年5月17日
状況：5月17日午前中に地元住民が発見した。5月18日
午前中に南部久男，台蔵正一が現地調査を行った。イ
ルカは海岸の波打ち際（水深約50cm）にホンダワラ
類といっしょに，体幹の右側を上にして浮いていた。
上側は全体的に黒ずんでいた。頭部は体幹と離れて海
底に沈んでおり，ほとんど白骨化していた。体幹は肋
骨が浮き出て，右側の頭部側の肋骨は露出していた。
尾ビレはなく，尾椎が露出していた。上腕骨1個は体
幹とは別に，海藻にからんでいた。18日に地元の産業
廃棄物処理業者により処理された。
標本の保管：頭骨（後頭部が割れ，一部欠損し，舌骨
が付着していた。下顎骨は無い｡)，右前方肋骨2本，
胸骨一部，尾椎，骨盤骨，筋肉一部。なお，種の同定
富山湾における鯨類の記録（2007年）
は，頭骨による。
性別．計測値等：全長150cm（頭部と尾部の一部は欠
損)，頭骨長約30cmoオス（ペニス確認)。
4例目
種不明ヒゲクジラ類（図4）
場所：氷見市窪（図1）
確認日：2006年12月4日
状況：海岸を清掃中の業者により1個の脊椎骨が発見
された。12月5日に，台蔵正一が脊椎骨が発見された
海岸の波打ち際約1kmを歩いて調査したが，その他の
骨は発見できなかった。骨はかなり重い（図4)。
計測値：頭部側の幅22.5cm，高さ21．5cm，中央部の厚
み11.5cm・
備考：前後の骨端板の癒合はなく、未成熟個体の尾椎
と思われる。
富山湾（富山県側及び石川県側）では，ナガスクジ
ラ科のミンククジラBa/αe"Qpre'ααc"ro'“"“α及び
ザトウクジラMｾg〃rera〃Ovaeα"g"αe，コククジラ科
Eschrichtidaeのコククジラふch"ch""s『o6"”ｨs，アカ
ボウクジラ科ZiphidaeのツチクジラBerα『仇"s""成
及びオウギハクジラMｾsop/odb〃s匂"ege"，マイルカ
科DelphinidaeのオキゴンドウPse"dbrcac'α”火"s，
ハナゴンドウGrα"?p"sg"se"s，ハンドウイルカ
肋応jops〃""cα"s及びミナミハンドウイルカⅢα”"‐
c"s，カマイルカLage"o'ﾉりﾉ"cﾙ"so6"9"j火"s，ハセイ
ルカDeゆhi""Sc叩e"”，ネズミイルカ科Phocoenidae
のネズミイルカP方OCOe"αpﾙOcoe"α，イシイルカ
P〃ocoe"oj火s”"j，スナメリⅣeQpﾙocae"αphocae"oz‐
昨sの14種の鯨類が記録されている（佐野，1999ラ斎
藤，1999ぅ桶田，2000；国頭，2005ラ南部他，2001,
2003,2004；南部他，2003,2004,2005,柳，2005；
日本鯨類研究所ストランデイングデータベース2007)。
今回確認されたハナゴンドウとイシイルカは既知種
である。ハナゴンドウは富山湾（富山県側）では魚津
市（1988年10月18日，定置網混獲)，黒部市（2004年6
月15日，死体漂着)，氷見市（2006年6月15日，死体漂
着）の3例の記録がある（南部他，2005,2007ラ日本
鯨類研究所ストランディングデータベース2007)。イ
シイルカは，日本近海では太平洋側に生息する白斑が
大きいリクゼン型と，白斑が小さい日本海のイシイル
カ型が知られる（天野，2007)。富山湾では，高岡市
(1989年2月24日）でイシイルカ型l例の記録があるに
過ぎず（日本鯨類研究所ストランディングデータベー
ス2007)，今回の個体は腐敗が激しく斑紋が識別でき
10：
ず，どちらの型かは不明であった。
今回氷見市で1個の椎骨が確認されたが、大きさか
10mを越す鯨類のものと思われる。富山湾で10mを
越す鯨類は，ツチクジラが現在も来遊し（関他，2005)，
ザトウクジラの定置網の混獲記録がある（1986年12月
12日氷見市沖，2005年1月22日七尾市沖；日本鯨類研
究所ストランデイングデータベース2007)。古くは
1955年と1975年にコククジラの混獲がある（南部他，
2003)。日本海側の輪島市では1996年12月21日（旧P弓
前町）と2004年12月21日（旧輪島市）でナガスクジラ
の漂着があった（日本鯨類研究所ストランディングデー
タベース2007)。今回の尾椎の種の同定には，これら
の大型鯨類等の尾椎との比較が必要である。
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